
■音楽のまちの推進
Q音楽行政の広範囲にわたる知識・能力
を有する職員の人材育成に向けた考えは。
A文化芸術分野で活躍している市民文化
大使などに引き続きアドバイスをいただ
きつつ、職員の研修の講師を依頼するな
ど、文化行政の充実を図っていきたい。
■映像のまち・かわさきの推進
Q企業と映像関係の学校・学生が共同で
映像作成できるようマッチングをしては。
Aフォーラムなどで映像関係者や異業種
交流の場を設けてきた。今後も企業や大
学・学生の支援に向け検討していきたい。

■溝口地区老朽化施設の再編整備
Qすくらむ21を売却し、てくのかわさき
・県合同庁舎を一体整備して活用しては。
A施策や事業の方向性を整理し、てくの
かわさき隣接の県有施設の動向も踏まえ
つつ、再編整備に向け取り組んでいく。
■子ども・若者への支援の拡充
Q若者に特化した専門的な部署を設ける
など、実効性のある体制にすべきでは。
A関係局・区で構成する子ども・若者育
成支援連絡会議を設置しているが、より
効果的な相談や支援の実現に向け、連絡
会議の拡充も含めて検討していきたい。

■在宅医療政策の推進
Q先進的に在宅医療政策を推し進めるた
め、市でも組織体制をつくるべきでは。
A在宅医療支援体制の構築など重要課題
の効率的な取り組みに向け、25年度の新
たな体制づくりを関係局で協議している。
■公立病院における治療費滞納問題
Q公立病院の23年度末の未収金(治療費
滞納金)残高と１人当たりの最高額は。
A川崎病院の未収金残高は３億3800万
円、井田病院は6300万円、多摩病院は
8300万円で、1人当たりの最高額は川崎
病院の701万円である。

■津波避難施設
Q津波避難施設に指定された67施設のう
ち、24時間365日対応可能な施設は。
A公的施設44、民間施設が17の61施設
である。収容者数は、合計で約11万人程
度と見積もっている。

■樹木葬
Q東京都で樹林墓地を販売したところ申
し込みが殺到したと聞くが、新たな墓地
の供給方法としての市の考えは。
A市民ニーズを把握した上で専門家の意
見を伺うなど、市民が求める墓所の形態
を検討していきたい。

■障害者施設しごとセンター
Q障害者共同受注窓口としての成果は。
A各施設が共通して行っている業種ごと
に部会を設け、共同で受注の拡大に取り
組んでいる。受注件数は22年度の112件
から23年度は255件と順調に伸びている。
■観光施策
Q工場夜景カレンダーやペーパーウェイ
トなどを販売する店舗を開設すべきでは。
A市内ホテルの名産品販売と市民祭りの
委託販売を実施した。サテライトショッ
プ(アンテナショップ)は今後の委託販売
の取り組み状況を踏まえつつ検討したい。

■マンション建設と街の環境保全
Qさまざまな開発が同時に進む地域は街
全体の環境保全が必然だが、取り組みは。
A市の都市計画マスタープランで市民の
快適な生活環境の創造などの観点から各
事業者と協議調整を行い、より良い開発
となるよう誘導している。
■映像のまち・かわさきの推進
Q映画人育成のため大学と連携しては。
A市のイメージアップが図られる作品で、
制作者からボランティアスタッフなどの
相談があった場合は、日本映画大学など
大学側に情報を提供していきたい。

■日吉中学校の体育倉庫の改築
Q全面的に改築する可能性は。
A既に学校から改築の申請が提出されて
おり、24年８月に現状を確認した。25年度
以降の改築について検討していきたい。
■鹿島田駅西部地区市街地再開発
Q鹿島田駅ペデストリアンデッキよりも、
新川崎駅南口改札を開設しては。
A鹿島田駅ペデストリアンデッキ整備は、
歩行者の安全確保などを目的としている。
新川崎駅南口整備は、24年11月に神奈
川県鉄道輸送力増強促進会議の場を通じ、
市からＪＲ東日本に対し要望を行った。

■学校図書ボランティア機能の拡充
Q研修会などを実施し、図書ボランティ
アの機能の拡充を図っては。
A23年度は市で２回、各地区で合わせて
22回の研修会を実施している。今後も内

容を工夫しつつ研修会の充実に努めたい。

■フューチャーセンター（★３）
Qビジネスパーソンの交流の場が必要だ
が検討状況と既存の施策との連携は。
A先進的な施設の視察を行いつつ市内の
ニーズの把握に努めている。オープンイ
ノベーション(★４)実現の機能を持つた
め、既存の施策との連携も検討したい。

■通学路の安全対策
Q多摩区内の安全点検の実施後の状況は。
A対策すべき22カ所を抽出し、４カ所の
対策を完了した。今後は18カ所の路側帯
内のカラー舗装や車道分離標の設置など
安全確保に向け早急に対応していきたい。

■野球場の整備
Q多摩スポーツセンター野球場・とんび
池野球場の内野は風が強いと土ぼこりが
立つが、人工芝や芝生にする計画は。
A公園再整備の予定はないが、現地の管
理者が散水などの対応を適宜行い、引き
続き維持・管理の充実に努めていきたい。

■災害時栄養・食生活支援マニュアル
Q健康状態に合わせた安全な食事を提供
できるよう、マニュアルを作成しては。
A23年度に備蓄に関するリーフレット
を作成し啓発を図っているが、栄養・食
生活支援のマニュアル作成の必要性は認
識しているため、今後、検討していきたい。
■民間保育所における発達相談
Q発達相談を民間保育所にも拡大しては。
A公立保育所は発達障害の早期発見など
のため、専門職員の巡回による発達相談
を実施している。民間保育所でも課題の
一つであるため、対応を検討したい。

■高津区久地のかすみ堤防の保全
Q国から土地購入の予算化を求められる
など緊迫しているが、今後の方向性は。

A市では施策の位置付けには至っていな
いが、国との協議の機会を通じ、地域の
声や要望を伝え、保全に配慮するよう関
係局・区で連携して働きかけていきたい。

■市職員の指定管理先への再就職
Q疑義のないよう改善と透明性の確保は。
A指定管理者選定を外部委員で行うよう
制度改善を行った。今後も職員の再就職
は可能な限り透明性を確保し、疑念を招
かぬよう、引き続き適正運用に努めたい。

■市営住宅を活用した高齢者支援
Q久末住宅に福祉施設などを併設しては。
A26年度の建て替え工事では生み出せ
る敷地が狭いため困難だが、今後の住宅
再生計画では可能な範囲で敷地を生み出
し、高齢化などの課題解決のための福祉
施設用地の提供に向けた検討をしていく。
■津田山駅のバリアフリー化
Q橋上駅舎化は供用開始まで約5年程度
あるが、その期間のバリアフリー対策は。
A高齢者・障害者などのため、ホーム内
に駅務室へ通じるインターホン設置など
をJR東日本へ協議の場で要望していく。
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★1 新電力会社
大量の電気を消費する企業や工場など
（特定規模需要家）に電力を供給する業
者（特定規模電気事業者：PPS＝Power 
Producer Supplier）のことです。

★2 ピアカウンセリング
共通の経験や悩みを持つ当事者同士
が集まり、互いの苦しさ、辛さを話
しあうことで辛さを分かち合い、助
言し合う相互支援活動です。

★3 フューチャーセンター
企業、政府、自治体などの組織が中長
期的な課題の解決を目指し、様々な関
係者を幅広く集め、対話を通じて新た
なアイデアや問題の解決手段を見つけ
出し、相互協力の下で実践するために
設けられる施設のことです。

★4 オープンイノベーション
新技術・新製品の開発に際して、企
業・組織の枠組みを越え、広く知識・
技術の結集を図ることです。

川崎など４都市の工場夜景を掲載した
カレンダーとペーパーウェイト

通学路上のカラー舗装(イメージ）

地域住民に親しまれている「かすみ堤防」

図書ボランティアの活動の様子

映像のまち推進フォーラム(全体交流会)

津波避難施設が掲載されているホームページ 

多摩区
   み  や  け        り ゅ う す け 

三宅  隆介
（無所属）

高津区
  い の  ま た　       み      え

猪股  美恵
（無所属）

中原区
 ま つ   ば ら        し げ  ふ み

松原  成文
（自民党）

幸区
 ち く    ま           こ う   い ち

竹間  幸一
（共産党）

中原区
 お し  も と         よ し     じ

押本  吉司
（民主党）

川崎区
 は ま    だ           ま さ   と し

浜田  昌利
（公明党）

幸区
   お      だ             り      え      こ

小田  理恵子
（みんなの党）

高津区
 お か   む ら                            こ

岡村  テル子
（公明党）

多摩区
 ひ ろ    た           け ん  い ち

廣田  健一
（自民党）

高津区
 い わ  く ま           ち    ひ ろ

岩隈  千尋
（民主党）

高津区
 い し    だ           か ず    こ

石田  和子
（共産党）

高津区
 あ お    き           の り    お

青木  功雄
（自民党） 


